
 

 

 

 

今年も残すところ 12月の 1か月のみになりました。師走の 12月は皆さん忙しい時期であり、交通事

故が増加する時期です。今年も 12月 11日(日)～12月 20日(火)の 10日間に「年末の交通事故防止運

動」が行われます。年末は交通量や飲酒の機会が増えることにより、交通事故の多発が懸念されるこ

とから、一人ひとりが交通安全について考え、交通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り組むこと

を通じて、交通事故防止の徹底をお願い致します。
（＊以下、神奈川県ホームページより） 

 

（＊以下、神奈川県ホームページより抜粋） 

 
 

 

 
□交通事故が発生した場合、その事故に関わった人はすべて当事者となり、当事者の中で最も過失が重い人が「第 1

当事者」となってしまいます。 

この「第１当事者」となった場合、次の３つの重い責任が問われることになります。 

【交通事故を起こしたときの責任】 

１．刑事上の責任（懲役刑、禁固刑、罰金刑） 

２．行政上の責任（免許の取消、停止） 

３．民事上の責任（損害賠償） 

交通事故を起こそうと思って運転をしている人はいないはずです。しかし、交通事故は突然起こります。 

以前、勤めていた運送会社の社長の言葉ですが、「自動車運輸業は、公道を使ってお金を稼がせてもらっている。皆

様への感謝を忘れずに謙虚な姿勢で運転をしてください」とおっしゃっていました。運輸業に携わる者として一生

忘れられない言葉です。是非、皆様の会社で「絶対に交通事故を起こさない」という強い気持ちで交通安全に取り組

んで頂けたらと思います。
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非常に重い交通事故の第１当事者の責任 

―平成 28年度年末の交通事故防止運動― 

【ご用命、ご相談がございましたら、お気軽にお問い合わせください。】 

□ 一般社団法人 運輸安全総研トラバス TEL:０４４－２９９－９７３１ 

「トラバス」ホームページ：http://trubus.org/ 

メール：tb@trubus.org ＊２４時間以内にご返信いたします。 

tel:０４４－２９９－９７３１
mailto:tb@trubus.org

